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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· ＰＨＳを湯船に落とし破損している。現在、飯野ＳＧＭのＰＨＳのみ使用可能。
· 新型予防接種の予診表が来ている。対象者に記入してもらうこと。
対象者：鹿原博夫様、関秀治様、駒木学様、巴勇樹様、大久保恒夫様、大久保律子様

　　　　大久保康弘様、田中一様、種本サハ様
· 本日、石黒信博様見学予定だったが、本人拒否のためキャンセルとなっている。
· 2/17～2/18青風荘メンバーがえんぶり見学のため欠席予定だが、プログラムは通常通り行う。
＜デイケア事例検討＞

細越　定生様（51）男性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成21年7月6日（0年5ヶ月）

治療計画　：①通所継続し、病気に対しての理解を深め、再発予防に繋げて行く。

　　　　　　②運動療法時の入浴は控え、運動療法へ参加し、運動の習慣化を図る。

検討内容　：治療計画の評価・見直し

評価
1 について

· 怠薬が原因で再発をした経過がある為、面談の都度に内服について確認しているが、内服は続けていると話されている。

· 季節の変わり目に病状悪化することが多いとのこと。病状について、「怪奇現象なのか病気からくるものなのか分からない」と話されている。異常体験について、亡くなった父親の部屋で乾かしているズボンが勝手にめくれたり、ろうそくがジリジリと燃え上がると話す。また、前回入院した時は、周囲が気になり、外を歩いている人が自分の考えていることを先読みして行動する、「電気をつけろ」と声がする、といった体験をしたとのこと。

⇒異常体験については、客観的に怪奇現象ではないと判断できるものは病状であると振り返る事が出来る。

2 について

· 体重121kg（入院時107kg）と6ヶ月で14kg増加している為、減量を促している。

· 食生活について確認すると、「そんなに食べてない」と本人話されているが、具体的に確認すると油物や間食（ティラミス等）の摂取が多く、揚げ物を一度に3個、朝食に米1合食べているとのこと。一般的な摂取量を超えていること説明している。

· 食事の量は減らせないと本人話されているため、食べた量を運動で消費するように説明。12月までは膝が痛いなどの理由をつけて運動療法に参加していなかったが、1月はエアロビクスにも参加されている。

· 栄養に関する知識を本人が持っていることを評価し、実際に生かしていけるように説明している。

○その他

· ストレス緩和と日常生活動作の時間は、ギターの練習を許可しているが、そのことについて「好きなことをやってもいいと言われたからやっている」と本人話すことがある。

検討結果
· 治療計画①は継続。

· 治療計画②は「減量を目的とし、定期的に食事の振り返りを行い、運動療法時の入浴は控え、運動療法へ参加し、運動の習慣化を図る。」に変更。

· プログラムの参加の仕方については、個別プログラムの一環としてのギター練習であり、完全に自由にしてもよいわけではないことを、その都度説明していく。

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 2/11（木）までに3月分のプログラム予定を入力すること。

· 2/15（月）までにプログラムテキスト作成すること。

· 運動療法で韓国式エクササイズ（ＤＶＤ）を導入しているが、頭部を上下する運動が多い為、起立性低血圧や眩暈を誘発してしまう。

⇒3月より、韓国式エクササイズは止め、ヨガなどのゆったりとした運動を取り入れていく。

○書式検討

· カルテ書式変更の稟議書、訂正を加え、2/2（火）再提出している。

· 通所内の記録は、外来カルテに保管されているべきであるが、業務の都合上困難である為、徐々にカルテをパソコン上での管理に移行していくことも検討していく。

○環境整備

· 1階生活指導室の戸棚整理済み。今後は2階作業指導室の戸棚を整理していく。

· 毎週金曜日、キッチンスペース下の掃除や建物の蜘蛛の巣取りを行っていく。

○その他

· 重油の使用費が昨年より上がっているため、入浴利用時など節水を呼びかけていく。

· 浴室掃除を毎日実施しているが、悪臭がするとの意見がある。掃除を徹底していくとともに、細菌検査についても検討していく。

· 1階パーテーションのストッパーの不具合について、整備終了している。床暖房の影響で歪んでいるとも考えられる為、不具合があった場合はその都度報告すること。

· 2階作業作業指導室の雨漏り（結露？）について、以前3階の菅漏りを直した際に空けた穴から冷気が流れ込み、結露となっていると考えられるとのこと。

＜利用者様情報＞

· 中居　松男　様～先々週に減薬してから行動の活発さや不眠が続いており、一昨日より、行動や発

言が滅裂な様子あり、疎通困難、易刺激、不穏状態見られていた。「寝るとダメになる」「死にたい」と訴え聞かれている。本日、当院外来受診。病状悪化・治療のため、当院入院の運びとなる。本日付けでデイケアは退所となる。

⇒担当スタッフは本日中に退所時要約を作成すること。

· 高柳　和子　様～周囲ともっと話をしたいが、何を話したら良いか分からず、1人でいると自分を

ふがいないと感じ落ち込んでしまうと話されている。また、感情を外に出せずに我慢しているとのことで、言いたい事は表現するようにしてはどうかと説明している。

⇒スタッフから本人に声かけをして話を聞き、不安の緩和を図る。

· 田向　玲美　様～約1週間ぶりに来所している。欠席が続いた理由については「生理痛がある」「ジ

ャンプしたら膝が痛くなった」と話されている。また、生活費が足りないと話す為、生活費の見直しを行っている。余計な出費が多いのではないかと説明するが、「そんなに使ってないのにお金が無い」と話されている。

· 種本　サハ　様～膝の痛みを訴え、デイナイトケアを休みたいと話されている。担当医から膝が痛

くても通所するように説明されていたこと、検査をしたが大きな異常はなかったこと、運動不足ではないかと説明している。

· 其田　淑子　様～2/15までの生活費の残金が1,300円とのこと。「今日も寒いからタクシーで帰

る」と話されているため、金銭的理由や健康のためにもタクシーではなく徒歩

で帰るよう説明している。生活費のやりくりについて本人と具体的に相談して

いく。

· 関　　秀治　様～咽頭痛があり、昨日、鹿内内科受診したところ、咽頭炎・気管支炎であると診断

されたとのこと。本日は、痛みは緩和してきたと話されている。自分から不安や疑問を訴えて来れたことを評価している。

＜外来利用者様情報＞

· 鹿原　博夫　様～来週、うみねこ幸房には来るが2週間分処方して欲しいと希望あり。処方してい

る。

· 前野　義勝　様～腕の痛みはよくなってきたとのこと。

· 中居　美津子様～足があたたまると痒みが出るとのことで、デルモゾール軟膏を処方している。

· 大久保　恒夫様～「首の右の辺りが痛む。あたるところだべが」と不安話している。血圧は正常で

ある為、心配はないこと説明している。

· 細越　定生　様～本日、採血と尿検査実施。尿糖（－）、尿蛋白（±）。体重120kg（自己申告）。

エアロビクスを行っている為、採血にはひっかからないはずだと本人話されている。また、次回受診日（2/18）に来院出来ないため、4週間分処方希望している。

· 平　　康子　様～次回採血予定。甘いものは控えると本人話されている。

· 柳町　信之　様～特に変わりなし。

· 長瀬　紘一郎様～2/5平和病院受診予定。

· 小野寺　文明様～時々眠れないことがあるとのこと。また、兄や父親との折り合いが悪いため、一

人暮らしをしたいと父親に相談したところ、許可を得たとのこと。家事や自炊は出来るのかと確認すると、「ご飯は炊けるけど、おかずは作れない」と話す。金銭面のことも含め、計画的に考えるように説明するが、「生活保護を受ければ、年金より貰えると聞きました」と話されている。障害年金1級を受けているのであれば、生活保護を受けることは難しいこと説明している。
















